
阪神東部（猪名川流域圏）地域における取組み実績 

 

 

 

  

河川下水道対策

河川対策

①数値目標あり

（一）猪名川 河床掘削（尼崎市～川西市）（R3まで） m3 100,000 192,600 ◎

（一）猪名川 河床掘削（尼崎市～川西市）（R4～） m3 24,000 12,000 ○

（一）槻並川
河川改修
堤防嵩上げ （猪名川町槻並）

m 100 135 ◎

（一）槻並川
河川改修
河道掘削他 （猪名川町槻並）

m 500 560 ◎

（一）箕面川
河川改修
堤防強化 （伊丹市下河原）

m 200 200 ◎

②数値目標がない取組

（一）猪名川
河川改修
護岸他 （川西市）
【銀橋下流～多田大橋】

m - 1,796 ○

（一）猪名川
河川改修
河道掘削他 （猪名川町笹尾・清水）

m - 200 ○

（一）庄下川 河床掘削、護岸整備 （尼崎市） m - 1,203 ○

（一）庄下川 矢板護岸の耐震化 （尼崎市） m - 1,353 ○

一庫ダム 洪水調節方法の検討 - - ○

判定箇所・取組 事業概要 目標単位
計画期間
目標数値

実績

◎：達成　○：取組中　×：取組実績なし

資料３―２ 
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阪神東部（猪名川流域圏）地域における取組み実績 

 

 

  

河川下水道対策

河川対策

③計画期間内の数値目標がない取組

（一）猪名川
河川改修
堤防嵩上げ （猪名川町柏梨田）

m - ○

（一）猪名川
河川改修
河道掘削 （猪名川町原）

m - ○

（一）左門殿川 河床掘削 m - ○

（一）神崎川 河床掘削 m - ○

（一）庄下川 松島排水機場の更新 - - ○

下水道対策

①数値目標あり

川西市公共下水道 年超過確率1/7(51mm/hr)対応 m 2,633 2,343 ○

宝塚市公共下水道
年超過確率1/6(46.8mm/hr)対応
雨水管等の排水施設の整備、浸水常襲地区の優先整備

m 500 970 ◎

伊丹市公共下水道
年超過確率1/6(46.8mm/hr)対応
雨水ポンプ場の改築更新、幹線管きょの整備

m 2,015 781 ○

尼崎市公共下水道
降雨確率年1/6～1/10(46.8～51.7mm/hr)対応
重点地区の優先整備（管きょの改築更新）

m 19,159 18,305 ○

尼崎市公共下水道
降雨確率年1/6～1/10(46.8～51.7mm/hr)対応
重点地区の優先整備（雨水ポンプ）

箇所 1 2 ◎

③計画期間内の数値目標がない取組

猪名川町公共下水道 年超過確率1/10(57mm/hr)対応 - - ○

判定箇所・取組 事業概要 目標単位
計画期間
目標数値

実績

◎：達成　○：取組中　×：取組実績なし
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阪神東部（猪名川流域圏）地域における取組み実績 

 

 

  

２．流域対策

（１）調整池の設置及び保全

開発に伴う調整池設置指導 ◎

【宝塚市独自取組】0.3ha以上の全開発行為に対する雨水貯留・浸透施設の設置指導 ◎

【伊丹市独自取組】0.2ha以上の開発行為に対する雨水貯留・浸透施設の設置指導 ◎

指定調整池の指定 ◎

（２）土地等の雨水貯留浸透機能

雨水貯留浸透施設等の整備　等（学校） ◎

雨水貯留浸透施設等の整備　等（公園・その他大規模施設） ○

管理道路における歩道の透水性舗装 ○

雨水貯留タンク設置費助成 ○

田んぼダム（セキ板配布・設置啓発） ◎

県立都市公園（一庫公園）里山保全 ◎

指定雨水貯留浸透施設の指定 ◎

（３）貯水施設の雨水貯留容量の確保

ため池改修に合せた事前放流設備の整備 ◎

洪水調節方法の検討（一庫ダム） ◎

指定貯水施設の指定 △
対象施設

なし

（４）ポンプ施設との調整

内水ポンプ運転調整のためのﾙｰﾙづくり ◎

指定ﾎﾟﾝﾌﾟ施設の指定 △

排水計画
の策定に
向けた協
議継続中

（５）遊水機能の維持

新名神高速道路関連事業にあわせた遊水機能地の確保（2箇所） ◎

（６）森林の整備及び保全

災害緩衝林の造成　等 ○

箇所・
取組

事業概要 判定 備考

◎：達成　○：取組中　△：制度はあるが実績なし
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阪神東部（猪名川流域圏）地域における取組み実績 

 

 

  

３．減災対策

（１）浸水が想定される区域の指定・県民の情報の把握

想定し得る最大規模降雨による洪水浸水想定区域図の作成・公表 ◎

避難判断水位・氾濫危険水位等の見直し ◎

市町の実態に即したハザードマップ作成・更新の支援 ◎

ＣＧハザードマップの改良 ◎

ハザードマップの作成・配布等 ◎

公共施設、電柱等に浸水実績や避難所を示す案内表示板を掲示 ◎

（２）浸水による被害の発生にかかる情報の伝達

迅速な避難勧告等の情報提供を目的に同報無線、移動無線の充実 ○

氾濫シミュレーションの精度向上、市町への河川監視カメラ接続による情報提供 ◎

水位予測等の配信による、水防活動や避難勧告発令への支援
フェニックス防災システムの精度向上

◎

無線スピーカーの活用、防災情報の確実な配信 ◎

住民へ迅速で正確な情報を提供するための防災行政無線の整備 ◎

避難勧告等の判断・伝達マニュアルの精度向上 ◎

防災行政無線屋外拡声器の拡充 ◎

ホットラインの構築、連絡体制の確認 ◎

水害対応タイムラインの策定・タイムラインの検証 ◎

（３）浸水による被害の軽減に関する学習

出前講座の充実、氾濫シミュレーションデータの提供 ◎

ひょうご防災リーダー講座等の実施
ひょうご安全の日推進事業助成制度等による支援

○

「ひょうご防災リーダー講座」の広報実施 ◎

ひょうご防災リーダー講座受講支援による防災の担い手育成 ○

地域版防災マップ作成助成 ○

図上訓練、出前講座等の実施 ◎

想定最大規模降雨による洪水を対象とした手作りハザードマップの取組の検討 ◎

箇所・
取組

事業概要 判定

◎：達成　○：取組中　×：取組実績なし
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阪神東部（猪名川流域圏）地域における取組み実績 

 

 

 

３．減災対策

（４）浸水による被害軽減のための体制の整備

水防連絡会による連携強化
研修、勉強会、実践的演習の実施

◎

早めの情報配信、避難所開設
災害対策本部の機能強化
避難行動要支援者に対する取組実施

◎

川西市自主防災組織連絡協議会研修会の実施 ◎

職員向け研修等の実施 ◎

一般市民向け研修会の実施、避難所への発電機提供、各種支援の実施 ○

各種訓練（支援啓発活動）の実施、災害時要援護者支援連絡会の実施、 ◎

大規模工場等の自衛水防の支援・啓発活動の実施 ◎

要配慮者利用施設における避難確保計画の作成、避難訓練の支援 ◎

広域避難体制の構築・実施にあたっての技術的支援の実施 ◎

（５）訓練の実施

府県・市町と連携した氾濫シミュレーションの実施、市町の水防訓練との連携 ○

訓練、実践的な演習等の実施 ◎

訓練の実施、災害対策本部の機能強化 ◎

消防団等各種団体と連携した水防訓練の実施 ◎

総合防災訓練等の実施 ◎

（６）建物等の耐水機能

止水板の設置（園田出張所） ◎

建物の嵩上げや非常用設備等の重要施設等を上階に配置 ◎

（７）浸水による被害からの早期の生活の再建

県民への周知及び加入の促進（フェニックス共済） ◎

箇所・
取組

事業概要 判定

◎：達成　○：取組中　×：取組実績なし
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阪神東部（猪名川圏域）
地域総合治水推進計画の主な取組み実績

（H２６～R4年度）

令和5年1２月４日

資料３－２

阪神東部（猪名川圏域）位置図

■主な取組内容

■河川下水道対策
（１）猪名川河床掘削（国） ・・・・３
（２）猪名川改修（県） ・・・・４
（３）庄下川 ・・・・５
（４）一庫ダム ・・・・６
（５）公共下水道 ・・・・７

■流域対策
（１）雨水タンクの設置 ・・・・８
（２）ため池事前放流 ・・・・９
（３）一庫ダム ・・・１０
（４）都市公園雨水貯留 ・・・１１
（５）遊水機能を有する土地の保全 ・・・１２

■減災対策
（１）水害リスクに対する認識の向上 ・・・１３
（２）情報提供体制の充実と水防体制の強化 ・・・１４
（３）的確な避難のための啓発 ・・・１５
（４）水害に備えるまちづくりと水害からの復旧の備え・１６

2
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■河川下水道対策 ながす

（１）猪名川河床掘削（国）

3

工事前 工事後

猪名川下川原地区 河床掘削

■河川下水道対策 ながす

（２）猪名川改修（県）

4多田院地区 護岸整備

凡 例
施工前
施工後

猪名川16k付近横断図
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■河川下水道対策 ながす

（３）庄下川

5尼崎市築地 護岸補強工事

■河川下水道対策 ながす

（４）一庫ダム

6

現在（R1〜）H12〜H30

650 m3/s

1320 m3/s
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●洪水調節計画図 1/100（200m3/s-650m3/s一定率一定量）

ダムに流れ込む水の量

ダムから流す水の量

150 m3/s

790 m3/s
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●洪水調節計画図 1/19（150m3/s一定量）

ダムに流れ込む水の量

ダムから流す水の量

200 m3/s

900 m3/s

0
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●洪水調節計画図 1/29（200m3/s一定量）

ダムに流れ込む水の量

ダムから流す水の量

S58～H11 H12～H30 R1～

（いずれもS28.9洪水波形。安全度は比較のためH12変更時の方法で記載したものであり、現状の安全度とは異なる。）

○管理開始当初は、100年に1回規模の
洪水に対応できるよう、 200m3/s か
ら洪水調節を開始し、最大650m3/s
を放流する一定率一定量放流方式

○河川整備の状況を踏まえ、平成12
年4月に操作規則を見直し、19年に
1回規模の中小洪水にダム調節効果
が発揮できるよう150m3/sを放流
する暫定操作（一定量放流方式）に
変更。

○平成30年7月豪雨にて運用開始以降初
の緊急放流（異常洪水時防災操作）
を実施

○ダムの貯水容量が早く満杯になる危険
性を軽減し、かつ一庫ダム下流の洪
水被害量を最も低減できる放流量
（1/29に対応した200m3/s一定量放
流）に変更し、猪名川流域全体の治
水安全度の向上を図る。

当初（S58〜H11）
100年に1回程度の大きな洪水に効果を発揮 19年に1回程度の中規模洪水に効果を発揮 29年に1回程度の中規模洪水に効果を発揮

○一庫ダムでは河川整備の進捗状況を踏まえ、過去の主要な洪水をもとに、中小洪水等に調節効果が発揮できるよう
な洪水調節方式に変更（H12～H30）。

○計画規模を超える洪水においても、ダムの貯水容量が早く満杯になる危険性を軽減し、かつ、一庫ダム下流の洪水
被害を最も低減できる洪水調節方式に変更（R1～）。
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■河川下水道対策 ながす

（５）公共下水道

7

公共下水道管の管渠更生工事

工事前

工事後

伊丹市 幹線管渠の整備等
出典：伊丹市上下水道局HP

■流域対策 ためる

8

（１）雨水貯留タンクの設置

伊丹市における雨水貯留タンクの設置実績件数

合計R4R3R2R1H30H29H28H27H26～H25

1326341557511472

雨水貯留タンク設置の促進（伊丹市）
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■流域対策 ためる

9

（２）ため池事前放流

ため池管理者等への研修会の開催
（ため池を活用した流域対策の啓発）

ため池の分布状況(5,000m3以上)

■流域対策 ためる

10

（３）一庫ダム

○洪水の発生前に貯水池に貯留している水を放流し、貯水位を低下させる。これにより確保した空き容量を
洪水調節に活用することで、より多くの河川水をダムに貯め込むことができる。

○事前放流により、計画規模を超える洪水においても、緊急放流（異常洪水時防災操作）への移行を回避
または遅らせることによりダム下流の浸水被害を軽減したり、避難時間をかせぐことができる。

○一庫ダムでは「回復可能テーブルを用いた事前放流」と「治水協定に基づく事前放流」の実施要領を策定

治 水 協 定 に 基 づ く 事 前 放 流
（ R ３ 年 ３ 月 策 定 ）

回復可能ﾃｰﾌﾞﾙを用いた事前放流（R
元 年 ９ 月 策 定 ）

事 前 放 流 を 実 施 し な い 場 合

洪

水

調

節

開

始

時

点

異

常

洪

水

時

洪水調節容量

貯められる量＝洪水調節容量
（1,750万m3）

ダム

200

200

ダム

500

ダ ム が 満 杯 に な り
異常洪水時防災操作に移行

500
洪水調節容量

洪水調節容量

貯められる量＝洪水調節容量＋活用容量
（1,750万m3） （150万m3）

ダム200
活 用 容 量

ダム

500

200
洪水調節容量

活 用 容 量

約150万m3

200
洪水調節容量

ダム200
活 用 容 量 最大

1,465万m3

貯められる量＝洪水調節容量＋活用容量
（1,750万m3）（最大1,465万m3）

ダム

800

異常洪水時防災操作の回避に大きく寄与
（さらなる被害軽減が期待できる）

200
洪水調節容量

活 用 容 量

異常洪水時防災操作の回避・移行の遅延
（避難時間確保、被害軽減に効果あり）

200
▼洪水時最高水位

▼洪水貯留準備水位

ダムが満杯に
なるリスクが
大幅に低下

利 水 容 量

２

１

ダムが満杯に
なっても被害軽
減等の効果あり

事前放流を行い普
段の水位よりさら
に低下
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■流域対策 ためる

11

（４）都市公園雨水貯留

都市公園雨水貯留：川西市キセラ川西せせらぎ公園

■流域対策 ためる

12

（５）遊水機能を有する土地の保全

新名神高速道路高架下に
設ける広場部分は、盛土
せず遊水機能を確保

猪名川町 新名神高速道路
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■減災対策 そなえる

（１）水害リスクに対する認識の向上（知る）
・水害リスクを知る機会の提供
・水害リスクを知るツールの整備
・防災の担い手となる人材の育成

CGハザードマップ
（水害リスクを知るツールの整備）

13

ひょうご防災リーダー講座
（防災の担い手となる人材の育成）

まち歩きの実施
（水害リスクを知る機会の提供）

■減災対策 そなえる

（２）情報提供体制の充実と水防体制の強化（守る）
・避難情報の伝達
・河川情報の伝達
・水防体制の強化

水防訓練

氾濫予測の例（フェニックス防災システム）

14｢ひょうご防災ネット｣等への加入促進

＜ひょうご防災ネットの主な機能＞
１．「マイ避難カード」機能を搭載
２．避難情報や防災気象情報をプッシュ通知
３．災害時に役立つ防災リンク集を装備
４．GPS機能で最寄りの避難場所を地図表示
５．12外国語対応や音声読上げ機能、ピクト

グラムを使用して、わかりやすい防災情報
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■減災対策 そなえる

（３）的確な避難のための啓発（逃げる）
・自助の取組の推進
・共助の取組の推進
・公助の取組の推進

津波一時避難場所情報（兵庫県HP） 広域避難地の表示

15

■減災対策 そなえる

（４）水害に備えるまちづくりと水害からの復旧の備え（備える）
・水害に備えるまちづくりへの誘導
・重要施設の浸水対策
・水害に対する保険制度の加入促進

電気整備の浸水対策 フェニックス共済
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